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だけ分かりやすく解説するとともに，多様な分野においてマルチフィジッ
クス解析ソフトウェア COMSOL Multiphysics® がどのように利用され
ているかを紹介します。
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マルチフィジックス有限要素解析シリーズ

　本書は，資源循環に寄与する各種分離操作の基礎原理とシミュレーショ
ンによる解析事例をまとめたものです。それらの分離操作の社会実装先
のイメージをお伝えするために，資源循環が重要視されるようになった
昨今の社会の動向や，各種分離操作の具体的な実用例についても記載し
ました。また，高校生や学部生，あるいは文系出身の社会人の方々にも
興味をお持ちいただけるように，個々の技術開発やシミュレーション開
発が必要となる背景を丁寧に解説し，具体的な技術やシミュレーション
の紹介では，可能な限り簡単な数式を用いた表現にとどめ，基礎を重視
して記述しました。
　資源循環分野では，環境負荷低減との両立を実現する技術やシステム
革新がますます求められています。本書を手に取られた方々が近い将来，
そのような研究者や技術者を，あるいは様々な立場からその実現をサポー
トする人材を，目指してくださることを心より願っております。
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